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人.r:呼吸掛からの離脱の成否を予測する指
標として種々のものが応用されている 。

Airway occlusion pressure (PO. 1 )はその一つで、

患者の特別な協力を必要としない点などの利

点が指摘される o PO.1 は呼吸Ijl，ffiの呼吸ドラ

イブを反映し、人工呼吸器からの離脱の指標

としての有用性が指摘されている。
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態でのPO.1測定法を発表し、昨年度はPEEP

付加によ るPO.1の変化について発表したが、

今回軽度の高炭酸ガス血症の存在する忠者で

PO.1 測定を行ったので報告する。 [対象及ブj

法]対象は当ICUにて管瑚した術前に特別な

呼吸疾患の認められなかった症例で、人 |川デ

吸器からの離脱を試みた時点でPaC02が

45mmHgから50mmHgの軽度高炭酸ガスIUl抗

を示した7名である。PO.1測定は以前我々が

発表した、人工呼吸器ベネ ット7200aの感度

を-5cmH20に設定することで吸気開始時に陰

圧を形成し、吸気開始100msec後の時点で、の

!陰圧をPO.1とした。対照として、人工呼吸器

からの離脱を試みた時点で、Normocapniaを示

した24症例をfjj:せて検討した。

統計学的検討はANOVA，t-testを必要に応じ

てf吏用し、 P<0.05をイT意とした。
[結果]Hypercapnia1lfで、は忠省の年齢は平

均59.3:t10.1才であ った。対HHとしてPO.1を
測定したNormocapno群で、は、年齢が平均61.2

:t 10.9才であった。PO.1測定開始時の動脈血

ガス分析の結果では、 pHはNormocapnialti'こで

は成功群で7.46:t0.02、失敗群で1.46:t0.06、

Hypercapnia群で7.44:t0.02であ った。 PaC02

はNormocapnia群で、は成功群で37.4:t

3.2mmHg、失敗群で36.1:t4刀nmHgで、あり、

Hypercapnia群で45.8:t0.5mmHg(PくO目05)で、あっ

た。PjFはNormocapnia群では成功群で300.7

:t 111.0、失敗群で149.0:t45.8であり、

Hypercapnia Iげでは310.0:t50.0であった。

PO.1 はHypercapniaf作では、 PEEPをOか ら

2.5cmH20ず、つH)JIIしてゆく 、その干均値は

1.73:t 0.20、2.13:t0.25， 2.09:t 0.4、 2.12:t

0.34と変化 した。Normocapniaillで、は成功群

でPEEPをOcmH20から2.5cmH20きざみで付

加 した場合、 PO.1は平均11!(で1.97:t0.58、

1.63 :t0.40、1.90:t0.62、1.89:t0.59と変化し

た。これに対して離脱失敗群では、 2.28士

0.31 、2.00:t0.34、1.90:t0.49、1.78:t0.49と

それぞれ変化した。Normocapnia群では離脱

成否に関して交差作用がみとめられた。

[ -%.祭]PO.1 は呼吸中枢からのHヂ吸ドライ

ブの多寡を反映し、その測定に忠若の特別な

協)Jを必要としない点などが利点のーっとし

てあげられ、離脱の成否を予測する一指標と

して使用される。政々は以前の本学会で人工

呼吸器に接続したままでPO.1を測定する方法

を報告 し、さらにPEEPを付加した場合の

PO.1の変化を観察し、人工H芋吸器からの離脱

の予測に有山との鰍告を行った。最近、 PO.1

の経時的変化を観察することの有用性も指摘

されており、この意味でもPEEP付加をおこ

ないその反応を観察することのイOIJtl:も考慮

される 。今回Hypercapniaの存u:する忠者に

PEEPを付加した場合、PO.1は増加する傾向

にあった。これは、術後鎮静などの効来の残

存なととも考えられるが、 二酸化炭素の付加に

てPO.1は増加するとの報告もある。このよう

な結果の差が生じた原因は不明で、あるが、症

例数も7例と少ない為今後症例を重ねさらに

検討を)JIIえてゆく予定である O


